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　　　　　　　 25年度当初
予算案に盛り込んだ「農地利用
効率化等支援交付金」事業（予
算額19億8600万円）でメニュー
を新設し支援。１月下旬から募
集を始めました。
事業では、農機販売店やＪＡ

などから農機を借りる農家に対

し、1500万円を上限に３年分の
賃借料を支給。ただ、リース期
間が４年以下の場合は、助成額
はリース期間中の賃借料の75％
です。
対象は、「地域計画」で地域

の農地の将来的な受け皿に位
置付けられている農家。地域計

画で掲げる、10年後の担い手へ
の農地集積率が８割以上である
ことも要件です。他にも、経営面
積を「３割以上」または「４ヘク
タール以上」増やす必要がありま
す。
集落ごとに将来の農地の利用
方針をまとめる「地域計画」は、
全国各地で３月末までに策定さ
れます。計画では、10年後に誰
が営農するのか農地１筆ごとに
定めます。農地の受け皿となる
農家は、今後どのように経営面
積が増えていくか一定に見通し
がたつようになります。
同省は移行期でも最適な大き

さの農機を使えるようリースを新
たに支援する」（担い手総合対
策室）。 （日本農業新聞　2025年２月６日）

農水省は2025年度、リース（賃借）の農機を利用する農家を支援
する事業を新設します。リース期間によらず、原則３年分の賃借料を
支給。段階的に経営規模を拡大する際に、移行期に経営規模と所
有する農機の大きさが合わなくなり、短期間だけリースの農機を利
用するニーズがあることを踏まえました。

農機リース代３年分支給
農水省  規模拡大  移行期サポート

新事業のポイント

農地利用効率化等支援交付
金事業

地域計画に位置付けられて
いる農家

農機の賃借料を3年分支給
(上限は1500万円)

リース期間が４年以下の場合は
リース期間中の賃借料の75％

・地域計画で掲げる担い手へ
の農地集積率が8割以上
・経営面積を「3割以上」また
は「4ha以上」増やす
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「地域計画」要件　

　県内トマト産地では近年、タバ
ココナジラミが媒介する黄化葉
巻病や黄化病による被害が問題
になっています。要因としては、タバ
ココナジラミバイオタイプＱの発
生と、殺虫剤感受性の低下と考え
られています。
　トマト産地で使用される主要な
８剤のうち、４剤に殺虫剤感受性
の低下傾向が見られます（図１）。
特に、６剤は2013年には殺虫剤
感受性が比較的高かったのが、
2020年にはそのうち３剤におい
て感受性が低下しています。 

　感受性検定に供試したもの
は、2013年に採集した３個体群
と、2020年及び2021年に採集

種類が減少していることを示して
います。 
　殺虫剤感受性が低下し、防除効
果が低い剤は、コナジラミ類媒介
ウイルスの感染リスクの高い時期
や、コナジラミ類の多発生時の使
用を控えることが肝心となります。
　また、複数の主要な殺虫剤の薬
剤感受性が低下傾向にあるため、
薬剤抵抗性管理の観点から気門
封鎖剤、微生物殺虫剤や天敵等
を取り入れ、化学合成殺虫剤の使
用回数を減らすよう努める必要が
あります。

した３個体群。県内の施設栽培ト
マトから採集したタバココナジラミ
バイオタイプＱです。
　殺虫剤感受性が低下している
剤を、圃場でタバココナジラミに対
して散布しても実用的な防除効
果は得られません。このことは、県
内のトマト栽培において、タバココ
ナジラミ防除に有効な殺虫剤の

三重県トマト産地における
タバココナジラミバイオタイプＱの殺虫剤感受性
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【図1】2013年および2020年におけるタバココナジラミバイオタイプＱ成虫の殺虫剤感受性
殺虫剤感受性検定は、インゲン葉の葉片浸漬法を用い薬剤供試５日後の補正死虫率（Abbott,1925）を算出。
シアントラニリプロールとスルホキサフロルはトマトのコナジラミ類への登録が2013年以降のためデータなし
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